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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】オプション基板を介して行われる画像出力の待
ち時間を短縮する。
【解決手段】内視鏡システムは、固体撮像素子の画素数
に対応した周波数のクロック信号に基づいて固体撮像素
子の駆動を行う内視鏡と、内視鏡から出力される撮像信
号及びクロック信号に基づいて画像表示用の映像信号を
生成するプロセッサ装置と、映像信号を所定の形式に変
換して出力するオプション基板５６とを備える。オプシ
ョン基板５６に、計測用パルスを発生する計測用パルス
発生器８１と、プロセッサ装置入力されるクロック信号
ＣＬＫ２の所定パルス数に対応する期間を計測期間とし
て規定するゲートパルスを生成するゲートパルス生成回
路８２と、ゲートパルスの計測期間に計測用パルス発生
器８１から発生される計測用パルスの数をカウントする
パルス数カウント回路８３と、パルス数カウント回路８
３のカウント値から固体撮像素子の画素数（解像度）を
判定するマイコン８４とを設ける。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体撮像素子の画素数に対応した周波数のクロック信号に基づいて前記固体撮像素子の
駆動を行う内視鏡と、前記内視鏡から出力される撮像信号及びクロック信号に基づいて画
像表示用の映像信号を生成するプロセッサ装置と、前記映像信号を所定の形式に変換して
出力するオプション基板とを備えた内視鏡システムにおいて、
　計測用パルスを発生する計測用パルス発生手段と、
　前記クロック信号の所定パルス数に対応する期間を計測期間として規定する計測期間規
定手段と、
　前記計測期間規定手段により規定された計測期間に前記計測用パルス発生手段から発生
される計測用パルスの数をカウントするパルス数カウント手段と、
　前記パルス数カウント手段のカウント値から前記固体撮像素子の画素数を判定する画素
数判定手段と、
　を前記オプション基板に設けたことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記映像信号はパラレル信号であって、前記映像信号が入力され、パラレル信号成分が
全てＬｏｗレベルである期間をＬｏｗレベル、他の期間をＨｉｇｈレベルとして出力する
論理和回路と、
　前記論理和回路の出力信号がデータ入力端子に入力され、前記クロック信号がクロック
信号入力端子に入力され、前記論理和回路の出力信号を、前記クロック信号に位相同期し
た同期信号として出力する同期化回路と、
　を備えてなる同期信号発生回路を前記オプション基板に設けたことを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　固体撮像素子の画素数に対応した周波数のクロック信号に基づいて前記固体撮像素子の
駆動を行う内視鏡と、前記内視鏡から出力される撮像信号及びクロック信号に基づいて画
像表示用の映像信号を生成するプロセッサ装置とを備えた内視鏡システムの前記プロセッ
サ装置に着脱自在に接続され、前記映像信号を所定の形式に変換して出力するオプション
基板において、
　計測用パルスを発生する計測用パルス発生手段と、
　前記クロック信号の所定パルス数に対応する期間を計測期間として規定する計測期間規
定手段と、
　前記計測期間規定手段により規定された計測期間に前記計測用パルス発生手段から発生
される計測用パルスの数をカウントするパルス数カウント手段と、
　前記パルス数カウント手段のカウント値から前記固体撮像素子の画素数を判定する画素
数判定手段と、
　を備えたことを特徴とするオプション基板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号を所定の形式に変換して出力するオプション基板がプロセッサ装置
に接続された内視鏡システム、及びそのオプション基板に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療の分野では内視鏡システムを用いた検査が広く用いられている。内視鏡シス
テムは、固体撮像素子を備えた内視鏡と、この内視鏡が着脱自在に接続され、内視鏡内の
固体撮像素子の動作を制御するとともに、固体撮像素子から出力される撮像信号から画像
（内視鏡画像）を生成するプロセッサ装置とを備えたものである。このような内視鏡シス
テムでは、固体撮像素子の画素数が異なる各種の内視鏡がプロセッサ装置に接続可能とさ
れている（例えば、特許文献１参照）。
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【０００３】
　一般に、プロセッサ装置は、固体撮像素子からの撮像信号を、標準テレビジョン方式で
あるＮＴＳＣ形式用のモニタに表示を行うように構成されているが、近年、撮像信号を、
ＬＣＤ（液晶表示装置）等のパーソナルコンピュータ（ＰＣ）用のモニタに表示すること
も行われている。このような表示方式のインターフェースは、全てのユーザから要望され
るものではないため、オプション基板（ビデオカード）として分離し、必要に応じてプロ
セッサ装置に接続して使用するように構成することが提案されている（例えば、特許文献
２参照）。
【特許文献１】特開２００５－２９６５３４号公報
【特許文献２】特開２００３－２４２７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献２に記載のように、オプション基板に表示用のインターフェー
スを設けた場合には、オプション基板は、プロセッサ装置内のＣＰＵと通信を行い、固体
撮像素子の画素数（解像度）を認識したうえで表示画像を生成し、モニタを制御する必要
があるため、電源投入からオプション基板を介してモニタに初期画像が表示されるまでに
は、比較的長い時間が要され、使用者がすぐに検査を開始することができないといった問
題がある。
【０００５】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、オプション基板を介して行われる画
像出力の待ち時間を短縮することができる内視鏡システム及びそのオプション基板を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の内視鏡システムは、固体撮像素子の画素数に対応
した周波数のクロック信号に基づいて前記固体撮像素子の駆動を行う内視鏡と、前記内視
鏡から出力される撮像信号及びクロック信号に基づいて画像表示用の映像信号を生成する
プロセッサ装置と、前記映像信号を所定の形式に変換して出力するオプション基板とを備
えた内視鏡システムにおいて、計測用パルスを発生する計測用パルス発生手段と、前記ク
ロック信号の所定パルス数に対応する期間を計測期間として規定する計測期間規定手段と
、前記計測期間規定手段により規定された計測期間に前記計測用パルス発生手段から発生
される計測用パルスの数をカウントするパルス数カウント手段と、前記パルス数カウント
手段のカウント値から前記固体撮像素子の画素数を判定する画素数判定手段と、を前記オ
プション基板に設けたことを特徴とする。
【０００７】
　なお、前記映像信号はパラレル信号であって、前記映像信号が入力され、パラレル信号
成分が全てＬｏｗレベルである期間をＬｏｗレベル、他の期間をＨｉｇｈレベルとして出
力する論理和回路と、前記論理和回路の出力信号がデータ入力端子に入力され、前記クロ
ック信号がクロック信号入力端子に入力され、前記論理和回路の出力信号を、前記クロッ
ク信号に位相同期した同期信号として出力する同期化回路と、を備えてなる同期信号発生
回路を前記オプション基板に設けることが好ましい。
【０００８】
　また、本発明のオプション基板は、固体撮像素子の画素数に対応した周波数のクロック
信号に基づいて前記固体撮像素子の駆動を行う内視鏡と、前記内視鏡から出力される撮像
信号及びクロック信号に基づいて画像表示用の映像信号を生成するプロセッサ装置とを備
えた内視鏡システムの前記プロセッサ装置に着脱自在に接続され、前記映像信号を所定の
形式に変換して出力するオプション基板において、計測用パルスを発生する計測用パルス
発生手段と、前記クロック信号の所定パルス数に対応する期間を計測期間として規定する
計測期間規定手段と、前記計測期間規定手段により規定された前記計測期間に前記計測用
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パルス発生手段から発生される前記計測用パルスの数をカウントするパルス数カウント手
段と、前記パルス数カウント手段のカウント値から前記固体撮像素子の画素数を判定する
画素数判定手段と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、プロセッサ装置から入力されるクロック信号に基づいて固体撮像素子
の画素数（解像度）を判定することができるためオプション基板を介して行われる画像出
力の待ち時間を短縮することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１において、内視鏡システム２は、電子内視鏡１０、プロセッサ装置１１、及び光源
装置１２から構成されている。電子内視鏡１０は、体腔内に挿入される可撓性の挿入部１
３と、挿入部１３の基端部分に連設された操作部１４と、プロセッサ装置１１及び光源装
置１２に接続されるユニバーサルコード１５とを備えている。
【００１１】
　挿入部１３の先端には、体腔内撮影用の固体撮像素子４０（図３参照）を内蔵した先端
部１６が連設されている。先端部１６の後方には、複数の湾曲駒を連結した湾曲部１７が
設けられている。湾曲部１７は、操作部１４に設けられたアングルノブ１８が操作されて
、挿入部１３内に挿設されたワイヤが押し引きされることにより、上下左右方向に湾曲動
作する。これにより、先端部１６が体腔内の所望の方向に向けられる。
【００１２】
　ユニバーサルコード１５の基端は、コネクタ１９に連結されている。コネクタ１９は、
複合タイプのものであり、コネクタ１９にはプロセッサ装置１１が接続される他、光源装
置１２が接続される。電子内視鏡１０は、コネクタ１９を介して、プロセッサ装置１１及
び光源装置１２に着脱自在に接続される。
【００１３】
　プロセッサ装置１１は、ユニバーサルコード１５内に挿通された伝送ケーブルを介して
電子内視鏡１０に給電を行い、固体撮像素子４０の駆動を制御するとともに、固体撮像素
子４０から出力された撮像信号を伝送ケーブルを介して受信し、受信した撮像信号に各種
信号処理を施して画像データを生成する。プロセッサ装置１１で生成された画像データは
、プロセッサ装置１１にケーブル接続されたＮＴＳＣ方式のモニタ２０に内視鏡画像とし
て表示されるか、または、後述するオプション基板５６（図３参照）を介して接続された
他のＰＣ用のモニタに表示される。
【００１４】
　また、プロセッサ装置１１は、コネクタ１９を介して光源装置１２と電気的に接続され
、内視鏡システム２の動作を統括的に制御する。
【００１５】
　図２において、先端部１６の前面１６ａには、観察窓３０、照明窓３１、鉗子出口３２
、及び送気・送水用ノズル３３が設けられている。観察窓３０は、先端部１６の片側中央
に配置されている。観察窓３０の奥には、対物光学系４５及びプリズム４６（図３参照）
を介して固体撮像素子４０が配置されている。
【００１６】
　照明窓３１は、観察窓３０に関して対称な位置に２個配され、光源装置１２からライト
ガイド７０及び照明レンズ７１（図３参照）を介して導かれた照明光を体腔内に照射させ
る。鉗子出口３２は、挿入部１３内に配設された鉗子チャンネルに接続され、操作部１４
に設けられた鉗子口２１（図１参照）に連通している。鉗子口２１には、注射針や高周波
メスなどが先端に配された各種処置具が挿通され、各種処置具の先端が鉗子出口３２から
露呈される。
【００１７】
　送気・送水用ノズル３３は、操作部１４に設けられた送気・送水ボタン２２（図１参照
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）の操作に応じて、光源装置１２に内蔵された送気・送水装置から供給される洗浄水や空
気を、観察窓３０や体腔内に向けて噴射する。
【００１８】
　図３において、電子内視鏡１０は、固体撮像素子４０を先端部１６に備え、ＣＰＵ４１
、基準クロック発振器４２、タイミングジェネレータ（ＴＧ）４３、及びアナログ信号処
理回路（ＡＦＥ：Analog Front End processor）４４を操作部１４に備えている。固体撮
像素子４０は、ＣＣＤ型イメージセンサ等からなり、対物光学系４５及びプリズム４６を
通過した被写体光が受光面に入射するように配置されている。この受光面には、複数の色
セグメントからなるカラーフィルタ（例えば、ベイヤー配列の原色カラーフィルタ）が配
置されている。
【００１９】
　ＣＰＵ４１は、電子内視鏡１０の動作制御を行う。ＴＧ４３は、基準クロック発振器４
２により生成される基準クロック信号に基づき、固体撮像素子４０の駆動パルス（垂直／
水平走査パルス、リセットパルス等）を生成するとともに、ＡＦＥ４４用の同期パルスと
を生成し、駆動パルス及び同期パルスをそれぞれ固体撮像素子４０及びＡＦＥ４４に入力
する。固体撮像素子４０は、ＴＧ４３から入力された駆動パルスに応じて撮像動作を行い
、撮像信号を出力する。
【００２０】
　固体撮像素子４０の画素数は、電子内視鏡１０の機種によって異なる。基準クロック発
振器４２のクロック周波数は、１秒間に同一フレーム数（例えば、６０フレーム）の撮像
信号が出力されるように、固体撮像素子４０の画素数に応じて決定されている。
【００２１】
　ＡＦＥ４４は、相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）４７、自動ゲイン制御回路（ＡＧ
Ｃ）４８、及びアナログ／デジタル変換器（Ａ／Ｄ）４９により構成されている。ＣＤＳ
４７は、固体撮像素子４０から出力される撮像信号に対して相関二重サンプリング処理を
施し、固体撮像素子４０で生じるリセット雑音及びアンプ雑音の除去を行う。ＡＧＣ４８
は、ＣＤＳ４７によりノイズ除去が行われた撮像信号をゲイン調整する。Ａ／Ｄ４９は、
ＡＧＣ４８により増幅された撮像信号を、所定のビット数のデジタル信号に変換し、コネ
クタ１９を介してプロセッサ装置１１に入力する。
【００２２】
　また、ＴＧ４３は、ＡＦＥ４４から出力される撮像信号に対応した、水平同期信号ＨＤ
、垂直同期信号ＶＤ、及びクロック信号ＣＬＫを、それぞれコネクタ１９を介してプロセ
ッサ装置１１に入力する。
【００２３】
　プロセッサ装置１１は、プロセッサ装置１１及び光源装置１２の動作制御を行うＣＰＵ
５０と、電子内視鏡１０をプロセッサ装置１１から絶縁分離するためのアイソレーション
デバイス（ＩＤ）５１，５２と、撮像信号に信号処理を施して映像信号を生成するデジタ
ル信号処理回路（ＤＳＰ）５３と、補正された水平同期信号ＨＤ２、垂直同期信号ＶＤ２
、及びクロック信号ＣＬＫ２を発生する同期信号発生回路（ＳＳＧ）５４と、ＤＳＰ５３
から出力された映像信号をＮＴＳＣ方式のアナログ映像信号に変換するデジタル／アナロ
グ変換器（Ｄ／Ａ）５５と、オプション基板５６が接続されるスロット５７とから構成さ
れている。
【００２４】
　ＳＳＧ５４には、電子内視鏡１０のＴＧ４３から出力された水平同期信号ＨＤ、垂直同
期信号ＶＤ、及びクロック信号ＣＬＫがＩＤ５２を介して入力される。ＳＳＧ５４は、入
力された水平同期信号ＨＤ、垂直同期信号ＶＤ、及びクロック信号ＣＬＫの間の位相ずれ
を補正して、位相ずれが補正された水平同期信号ＨＤ２、垂直同期信号ＶＤ２、及びクロ
ック信号ＣＬＫ２を発生し、これらの信号をＤＳＰ５３、及びスロット５７に接続された
オプション基板５６に入力する。
【００２５】
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　ＤＳＰ５３には、電子内視鏡１０のＡＦＥ４４から出力された撮像信号がＩＤ５１を介
して入力される。ＤＳＰ５３は、入力された撮像信号に対し、色分離、色補間、ゲイン補
正、ホワイトバランス調整、ガンマ補正、画像強調処理等を行い、輝度（Ｙ）信号と色差
（Ｃ）信号とからなるＹ／Ｃ形式の映像信号ＶＳを生成する。ＤＳＰ５３は、生成した映
像信号ＶＳをＤ／Ａ５５、及びスロット５７に接続されたオプション基板５６に入力する
。
【００２６】
　Ｄ／Ａ５５は、入力された映像信号をＮＴＳＣ方式のアナログ映像信号に変換し、コネ
クタ５８に接続されたモニタ２０に出力する。
【００２７】
　光源装置１２は、キセノンランプやハロゲンランプからなる光源６０と、光源６０を駆
動するための光源ドライバ６１と、光源６０とライトガイド７０との間に配され、ライト
ガイド７０への入射光量を増減させる絞り機構６２と、絞り機構６２を通過した光を集光
してライトガイド７０の入射端に導く集光レンズ６３と、プロセッサ装置１１のＣＰＵ５
０と通信し、光源ドライバ６１及び絞り機構６２の制御を行うＣＰＵ６４とから構成され
ている。光源６０から発せられた光は、絞り機構６２及び集光レンズ６３を介してライト
ガイド７０に入射し、ライトガイド７０内を伝搬して、上述のように照明窓３１から体腔
内へ照射される。
【００２８】
　図４において、オプション基板５６は、補正された水平／垂直同期信号ＨＤ３，ＶＤ３
及びクロック信号ＣＬＫ３を発生する同期信号発生回路（ＳＳＧ）８０と、計測用パルス
を発生する計測用パルス発生器（計測用パルス発生手段）８１と、プロセッサ装置１１か
ら入力されるクロック信号ＣＬＫ２の所定パルス数に対応する期間を計測期間として規定
するためのゲートパルスを生成するゲートパルス生成回路（計測期間規定手段）８２と、
該計測期間内に発生される計測用パルス数をカウントするパルス数カウント回路（パルス
数カウント手段）８３と、オプション基板５６の動作制御を行うとともに、パルス数カウ
ント回路８３のカウント値から固体撮像素子４０の画素数（解像度）を判定するマイコン
（画素数判定手段）８４と、マイコン８４により判定された解像度、プロセッサ装置１１
から入力される映像信号ＶＳ、ＳＳＧ８０から入力される水平／垂直同期信号ＨＤ３，Ｖ
Ｄ３及びクロック信号ＣＬＫ３に基づき、ＰＣ用の映像信号を生成するＤＶＩ（Digital 
Visual Interface）回路８５とから構成されている。
【００２９】
　ＳＳＧ８０には、プロセッサ装置１１のＳＳＧ５４から出力された水平／垂直同期信号
ＨＤ２，ＶＤ２及びクロック信号ＣＬＫ２がスロット５７を介して入力される。ＳＳＧ８
０は、入力された水平／垂直同期信号ＨＤ２，ＶＤ２及びクロック信号ＣＬＫ２の間の位
相ずれを補正して、位相ずれが補正された水平／垂直同期信号ＨＤ３，ＶＤ３及びクロッ
ク信号ＣＬＫ３を発生し、これらの信号をＤＶＩ回路８５に入力する。
【００３０】
　計測用パルス発生器８１は、クロック信号ＣＬＫ２よりも高い周波数を有する計測パル
スを発生し、発生した計測パルスをパルス数カウント回路８３に入力する。ゲートパルス
生成回路８２は、クロック信号ＣＬＫ２の立ち上がりエッジを検出し、所定パルス数（例
えば、１０パルス）だけカウントし、該所定パルス数に対応する期間をＨｉｇｈレベル、
他の期間をＬｏｗレベルとしてゲートパルスを生成する。生成されたゲートパルスは、パ
ルス数カウント回路８３に入力される。
【００３１】
　パルス数カウント回路８３は、ゲートパルスのＨｉｇｈレベルの期間を計測期間として
、この計測期間に発生される計測用パルス数をカウントし、このカウント値をマイコン８
４に入力する。図５（Ａ）は、固体撮像素子４０の解像度が低く、クロック信号ＣＬＫ２
の周波数が低い場合を示している。図５（Ｂ）は、固体撮像素子４０の解像度が高く、ク
ロック信号ＣＬＫ２の周波数が図５（Ａ）の場合より高い場合を示している。パルス数カ
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ウント回路８３によるパルス数のカウント値は、図５（Ａ）の場合には２５パルス、図５
（Ｂ）の場合には１２パルスとなる。
【００３２】
　マイコン８４は、パルス数カウント回路８３から入力されるカウント値に基づいて、固
体撮像素子４０の画素数（解像度）を判定する。マイコン８４は、該カウント値と解像度
との関係をデータとして有しており、例えば、カウント値が２４パルス～２６パルスの場
合には、６４０×４８０画素の解像度、カウント値が１２パルス～１３パルスの場合には
、１２８０×９６０画素の解像度と判定する。また、マイコン８４は、プロセッサ装置１
１の電源が投入された直後の初期化処理時にのみゲートパルス生成回路８２及びパルス数
カウント回路８３を動作させて解像度を判定する。この解像度は、ＤＶＩ回路８５に入力
される。
【００３３】
　ＤＶＩ回路８５は、マイコン８４から入力された解像度に基づき表示解像度を決定し、
プロセッサ装置１１から入力される映像信号ＶＳ、ＳＳＧ８０から入力される水平／垂直
同期信号ＨＤ３，ＶＤ３に基づき、デジタル信号形式のＰＣ用映像信号を生成する。ＤＶ
Ｉ回路８５は、生成したＰＣ用映像信号をオプション基板５６に接続されたＰＣ用のモニ
タに出力する。
【００３４】
　上記のように構成された内視鏡システム２で体腔内を観察する際には、まず、電子内視
鏡１０を、コネクタ１９を介してプロセッサ装置１１及び光源装置１２に接続する。次い
で、各部の電源をオンにして、電子内視鏡１０の挿入部１３を体腔内に挿入し、光源装置
１２からの照明光で体腔内を照明しながら、固体撮像素子４０により撮像される体腔内の
画像をプロセッサ装置１１に接続されたモニタ２０で観察する。
【００３５】
　オプション基板５６は、プロセッサ装置１１の電源がオンとされたことに応じて、ゲー
トパルス生成回路８２及びパルス数カウント回路８３を動作させる。ゲートパルス生成回
路８２は、入力されるクロック信号ＣＬＫ２のパルス数をカウントして、所定パルス数に
応じた計測期間を規定するゲートパルスを生成し、パルス数カウント回路８３は、計測期
間に計測用パルス発生器８１から発生される計測用パルス数をカウントし、カウント値を
マイコン８４に入力する。マイコン８４は、入力されたカウント値に基づいて固体撮像素
子４０の画素数（解像度）を判定し、判定した解像度をＤＶＩ回路８５に入力する。ＤＶ
Ｉ回路８５は、入力された解像度に基づいて表示解像度を決定し、ＰＣ用映像信号を生成
して外部出力を行う。
【００３６】
　以上説明したように、オプション基板５６は、従来のように、プロセッサ装置１１のＣ
ＰＵ５０と通信することなく、プロセッサ装置１１から入力されるクロック信号ＣＬＫ２
に基づいて解像度を判定することができるため、電源投入からＰＣ用映像信号の出力まで
に要する時間を短縮することが可能となる。また、これにより、プロセッサ装置１１とオ
プション基板５６との間の通信線を排除することが可能となる。
【００３７】
　次に、本発明の内視鏡システムの第２実施形態について説明する。図６において、内視
鏡システム９０は、プロセッサ装置９１内のＳＳＧ５４からスロット５７にクロック信号
ＣＬＫ２のみが入力されており、このスロット５７に接続されるオプション基板９２は、
ＤＳＰ５３から入力される映像信号ＶＳに基づいて、同期信号ＳＹＮＣ（水平／垂直同期
信号ＨＤ２，ＶＤ２の合成信号）を生成する点が上記第１実施形態とは異なる。
【００３８】
　図７において、オプション基板９２は、ＳＳＧ９３に映像信号ＶＳ及びクロック信号Ｃ
ＬＫ２が入力され、ＳＳＧ９３は、映像信号ＶＳ及びクロック信号ＣＬＫ２に基づいて、
クロック信号ＣＬＫ２に同期し、かつ、水平／垂直同期信号ＨＤ２，ＶＤ２が合成された
同期信号ＳＹＮＣを生成する。
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【００３９】
　図８において、ＳＳＧ９３は、ＯＲ回路（論理和回路）９４とＤ型フリップフロップ（
同期化回路）９５とから構成されている。ＯＲ回路９４には、映像信号ＶＳが入力される
。映像信号ＶＳは、８ビットのパラレル信号からなる輝度（Ｙ）信号と、８ビットのパラ
レル信号からなる色差（Ｃ）信号とを含む。図９に示すように、ＯＲ回路９４の出力信号
ＯＵＴは、Ｙ信号及びＣ信号のパラレル信号成分が全てＬｏｗレベルである期間がＬｏｗ
レベル、その他の期間がＨｉｇｈレベルとなる。
【００４０】
　Ｄ型フリップフロップ９５のデータ入力端子Ｄには、ＯＲ回路９４の出力信号ＯＵＴが
入力され、クロック入力端子には、クロック信号ＣＬＫ２が入力される。Ｄ型フリップフ
ロップ９５は、図９に示すように、出力信号ＯＵＴをクロック信号ＣＬＫ２の立ち上がり
エッジでサンプリングしてデータ保持し、クロック信号ＣＬＫ２に位相同期した同期信号
ＳＹＮＣをデータ出力端子Ｑから出力する。
【００４１】
　固体撮像素子４０の信号出力の水平／垂直ブランキング期間には、映像信号ＶＳの全て
の信号がＬｏｗレベルとなるので、Ｄ型フリップフロップ９５から出力される同期信号Ｓ
ＹＮＣは、水平／垂直同期信号ＨＤ２，ＶＤ２が合成された複合同期信号となる。この同
期信号ＳＹＮＣは、ＤＶＩ回路８５に入力される。
【００４２】
　以上説明したように、内視鏡システム９０では、映像信号ＶＳに基づいて同期信号ＳＹ
ＮＣを生成するため、プロセッサ装置１１とオプション基板５６との間の信号線をさらに
削減することが可能となる。
【００４３】
　なお、上記実施形態では、ＰＣ用映像信号を出力するオプション基板を例に挙げて説明
したが、本発明はこれに限定されず、ハイビジョン用映像信号（ＨＤＴＶ信号）等の他の
形式の映像信号を出力するオプション基板に適用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】内視鏡システムの概略構成を示す図である。
【図２】電子内視鏡の先端部の前面を示す図である。
【図３】内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図４】オプション基板の構成を示すブロック図である。
【図５】解像度の判定処理を説明する説明図であり、（Ａ）は解像度が低い場合、（Ｂ）
は解像度が高い場合を示す。
【図６】本発明の第２実施形態の内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の第２実施形態のオプション基板の構成を示すブロック図である。
【図８】図７に示すオプション基板内の同期信号発生回路の構成を示すブロック図である
。
【図９】図８に示す同期信号発生回路の作用を説明する説明図である。
【符号の説明】
【００４５】
　２　内視鏡システム
　１０　電子内視鏡
　１１　プロセッサ装置
　４０　固体撮像素子
　４２　基準クロック発振器
　５０　ＣＰＵ
　５３　デジタル信号処理回路
　５４　同期信号発生回路
　５６　オプション基板
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　８０　同期信号発生回路
　８１　計測用パルス発生器（計測用パルス発生手段）
　８２　ゲートパルス生成回路（計測期間規定手段）
　８３　パルス数カウント回路（パルス数カウント手段）
　８４　マイコン（画素数判定手段）
　８５　ＤＶＩ回路
　９０　内視鏡システム
　９１　プロセッサ装置
　９２　オプション基板
　９３　同期信号発生回路
　９４　ＯＲ回路（論理和回路）
　９５　Ｄ型フリップフロップ（同期化回路）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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